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令和４年度決算を認定

国民健康保険特別会計歳出決算  ９億５, ２３６万円
下水道事業特別会計歳出決算  ３億９, ６９３万円
介護保険特別会計歳出決算  ８億７, ６３１万円
後期高齢者医療特別会計歳出決算  ２億 ２９１万円

一般会計歳出決算　　　　４８億８, ２９６万円

特別会計歳出決算　　　　２４億２, ８５２万円

第３回定例会は９月１１日から２２日まで１２日間の会期で開催した。
今定例会では、令和４年度一般会計、特別会計、水道事業会計の決算を認定した。
また、令和５年度補正予算及び条例等議案８件、発議２件、報告１件が提案され、慎重審議の

結果、原案の通り可決したほか、人権擁護委員候補者の推薦に関する答申を行った。

ふるさと納税
寄付額（ふるさと納税額）　１億５,３４７万円
返礼品費　　　　　　　　　　　４,８１０万円
運営費等（送料・手数料等）　　５,０７５万円

和歌山防災力パワーアップ事業
問　和歌山防災力パワーアップ事業の決算額が予
算の半分となっている。もっと活用するべきでは。
総務課長　令和４年度では家具転倒防止設置事業
・感震ブレーカーの設置事業・ブロック塀等耐震
対策事業を実施した。町の広報誌で紹介している
が、今後は自主防災会、区長会、ＺＴＶなどを利
用して周知に努めたい。

学校支援員
問　学校支援員は必要人数が確保されたのか。
教育課長　確保に努めているが、苦慮しているの
が実情である。

松くい虫防除委託料
問　松くい虫防除委託料が増額となった説明を。
産業建設課長　産湯地区で、防風林である松３本
が松くい虫により枯れてしまったため、他への影
響を考えて伐倒駆除を行ったことによる。

令和４年度決算質疑

返礼品に選ばれるのは大半が柑橘系

松くい虫の被害に遭い枯れた松
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特産品開発補助金
問　特産品開発補助金の内容は。
企画まちづくり課長　みちしお亭のなた豆アイス
を開発するために補助したもの。

観光推進戦略プロジェクト
問　観光推進戦略プロジェクト協議会補助金の説
明を。
企画まちづくり課長　①クエのまちひだかシティ
プロモーション事業　②きんちゃくサバプロモー
ション事業　③海外観光客誘致事業　これら３つ
の事業に係る経費で、それぞれ約２００万円、約
１１０万円、約１４０万円の合計４５０万円。
　クエのまちひだかシティプロモーション事業で
はテレビ和歌山、ＢＳよしもとで取り上げてもら
ったり、愛知県や奈良県など県外のメディアを訪

問して、クエ鍋のＰＲを行った。
　また、きんちゃくサバプロモーション事業では、
名古屋城で開かれる東海和歌山県人会や、美浜町
の夕暮れ市などにさばコロッケを出品した。
　海外観光客誘致事業では、県の観光交流課と協
賛しながらベトナムの旅行会社４社対象としたＰ
Ｒツアーを実施し、フェイスブック等のＳＮＳを
活用した広報を行った。

なた豆を使ったアイスクリームを開発

東海和歌山県人会でさばコロッケをＰＲ

歳
　
入

町
税
に
お
い
て
１
６
９
０
万
３
千
円
の
収
入
増
で
あ
る
が
、
依
然
と

し
て
依
存
財
源
に
よ
る
財
政
事
情
に
変
わ
り
は
な
く
、
経
常
収
支
比
率

が
高
い
状
態
が
続
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
税
・
料
に
お
け
る
収
入
未

済
額
の
一
部
が
長
期
化
・
固
定
化
し
て
お
り
、
そ
の
発
生
・
増
加
に
十

分
留
意
し
、
引
き
続
き
最
大
限
の
徴
収
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

歳
　
出

財
政
調
整
基
金
に
お
い
て
は
、
対
前
年
度
末
残
高
で
８
３
０
０
万
５

千
円
の
増
、
地
方
債
に
お
い
て
は
、
対
前
年
度
末
残
高
で
２
億
９
２
１

万
１
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
増
加
傾
向
で
あ
る
公
共
施

設
の
修
繕
及
び
整
備
、
御
坊
広
域
行
政
事
務
組
合
の
施
設
整
備
に
か
か

る
負
担
金
な
ど
に
よ
る
支
出
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
務

事
業
の
見
直
し
な
ど
を
含
め
、
よ
り
一
層
の
健
全
財
政
の
堅
持
を
心
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

温
泉
館
の
入
館
者
数
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
利
用
促
進
事
業
割
引
が
終
了

し
た
こ
と
も
影
響
し
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
引
き
続
き
経
営
改

善
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
が
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
仕
組
み
で
あ
る
こ

と
を
鑑
み
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
予
算
計
上
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
令
和
５
年
度
よ
り
地
方
公
営
企
業
法
を

適
用
し
た
こ
と
に
伴
い
、
３
月
末
を
も
っ
て
打
ち
切
り
決
算
さ
れ
て
い

る
た
め
、
当
該
年
度
の
実
質
的
な
収
支
は
分
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
は
あ

る
が
、
公
営
企
業
と
し
て
一
層
の
経
営
努
力
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

監
査
委
員
の
意
見
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がん患者医療用補整具
問　がん患者医療用補整具購入費助成金の説明を。
子育て福祉健康課長　標準的な補整具購入にかか
る個人負担が無料となるよう、町が購入費に補助
を行うもの。
　補整具別の上限額は医療用ウィッグと人工乳房、
人工乳頭が４万円、補整乳房と補整下着が２万円。

遺跡出土遺物等整理支援
問　荊木遺跡出土遺物等整理支援業務委託料につ
いて説明を。
教育課長　令和３年度に荊木遺跡内において、宅
地造成工事に伴う現地調査で出土した遺跡物を整
理し、調査報告書を作成するための費用。
　県の文化財センターへの委託料と、印刷製本費
を併せて９４万２千円を支出する。
　ただし、費用の全額を土地の所有者に負担して
もらうため、同額を町へ納めてもらった。

テントサウナ
問　イベント関係費が減額になる説明を。
企画まちづくり課長　当初予算では町がテントサ
ウナを購入し、事業主体となってイベントなどを
実施する予定であったが、民間事業者が県の補助
金を活用し、テントサウナのレンタル事業をレン
タサイクルと併せて町内で展開したため、関連す
る予算を減額するもの。

令和５年度補正予算

昨年、産湯で実施したテントサウナ

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
①　
日
高
町
庁
舎
空
調
設
備
更
新
工
事

　
　
　
　
契
約
の
相
手
先　
紀
南
電
設
株
式
会
社

　
　
　
　
契
約
金
額　
　
　
　
　
５
７
６
４
万
円

　
　
　
　
落
札
率　
　
　
　
　
　
　
　
78
・
29
％

　
　
　
　
工
期　
　
　
　
　
令
和
６
年
３
月
６
日

　
　
　
　
庁
舎
全
般
の
空
調
設
備
を
更
新
す
る
工
事

　
②　
比
井
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
整
備
工
事

　
　
　
　
契
約
の
相
手
先　
株
式
会
社
中
村
建
設

　
　
　
　
契
約
金
額　
　
　
　
　
９
８
５
６
万
円

　
　
　
　
落
札
率　
　
　
　
　
　
　
　
95
・
85
％

　
　
　
　
工
期　
　
　
　
　
令
和
６
年
３
月
31
日

　
　
　
　
旧
比
井
小
学
校
の
運
動
場
の
跡
地
利
用

        

・
財
産
の
取
得

　
　
消
防
ポ
ン
プ
車
１
台
購
入

　
　
　
　
契
約
の
相
手
先　
有
限
会
社
ボ
ウ
キ
ョ
ウ

　
　
　
　
契
約
金
額　
　

２
１
４
８
万
５
１
０
０
円

　
　
　
　
落
札
率　
　
　
　
　
　
　
　
95
・
97
％

　
　
　
　
納
期　
　
　
　
　
令
和
６
年
３
月
29
日

　
　
　
　

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
医
療
連
携
協
力
業
務
委
託
で
79
万
２
千
円
の
増
額
な
ど

◇
◆
◇ 

臨
時
会 

◇
◆
◇

令
和
５
年
８
月
９
日
臨
時
会
を
開
催
し
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結

２
件
、
財
産
の
取
得
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
審
議
、

可
決
し
た
。

旧比井小学校の運動場を公園に 空調の故障で扇風機を使用
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　地方自治法の改正により、議会議員の請負につ
いて規制の明確化と緩和がされ、令和５年３月よ
り、年間３００万円まで請負が可能となった。ま
た、改正案審議経過を踏まえ、総務大臣より「議
員個人による請負の状況の透明性を確保するため
の取組を併せて行うことが適当である。」との助言
がされた。
　日高町議会として、当町議会議員が、日高町と
の間で請負契約を結んだ場合、その内容を公表す
ることを定める。

　公表の方法
  「町との契約の内容」「契約金額」「１年間に支
払いを受けた金額」について、翌年６月１日～
３０日の間に議長に報告し、議長が一覧を作成し、
公表する。

１０月８日の任期満了にともない、次の方々が
新しい選挙管理委員に決まりました。

命と財産を守る予算措置を

　
本
年
６
月
２
日
、
本
町
及
び
和
歌
山
県
北
部
を
中
心
と
し
た
地
域
が
、

記
録
的
豪
雨
の
た
め
大
き
な
浸
水
被
害
を
受
け
た
。
近
年
で
は
、
全
国
ど

こ
で
も
激
甚
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
、
起
こ
り
う
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備

え
る
こ
と
も
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
津
波
避
難
施
設
の
整
備
や
危
険
箇
所
へ
の
事
前
対

策
を
推
進
し
て
き
た
が
、
未
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
住
民
の
命
と
財
産
を
守

る
た
め
よ
り
一
層
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
国
に
お
い
て
特
段
の
措
置
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
右
記
内
容
の
意
見
書
を
、
全
議
員
の
賛
成
で
国
に
対
し
て
送
っ
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、

適
任
と
答
申
し
た
。

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
等
に
資
す
る

　
　
社
会
資
本
整
備
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

日高町議会議員の
請負の状況の公表に関する条例

条例制定

選挙管理委員

人
権
擁
護
委
員

意
見
書

上谷　眞由美　氏

堤　　泰隆　氏（池田）
小宮　正昭　氏（高家）
羽山　嘉一　氏（久志）
坂本　佳文　氏（比井）
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る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
長　
学
校
の
意
向
と
し
て

は
、
１
５
０
周
年
を
お
祝
い
で

き
る
も
の
を
考
え
た
い
と
の
こ

と
な
の
で
、
教
育
委
員
会
は
学

校
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
支

援
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

杉
浦　
卒
業
生
や
在
校
生
の
思

い
出
に
な
る
よ
う
な
１
５
０
周

年
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
町

民
の
方
が
喜
ぶ
、
記
憶
に
残
る

70
周
年
に
な
る
こ
と
を
望
む
。

杉
すぎ

浦
うら

　研
けん

太
た

　議員

早期にエアコン設置を望む武道館 て
お
り
、
武
道
館
を
除
け
ば
全

て
エ
ア
コ
ン
設
備
が
整
っ
て
い

る
現
状
な
の
で
、
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
設
備
を
整
備
す
る
こ
と

は
防
災
上
優
先
度
が
低
い
と
考

え
て
お
り
、
避
難
所
の
エ
ア
コ

ン
設
備
の
整
備
で
あ
れ
ば
、
ま

ず
は
武
道
館
か
ら
と
考
え
て
い

る
が
、
費
用
的
な
も
の
も
含
め

検
討
し
て
い
く
。

教
育
長　
夏
の
間
は
体
育
館
の

使
用
を
減
ら
し
、
プ
ー
ル
授
業

を
行
っ
た
り
、
体
育
の
授
業
を

他
の
教
科
の
授
業
に
変
更
し
た

り
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て

業
債
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
。

杉
浦　
緊
急
防
災
減
災
事
業
債

を
使
う
と
な
る
と
、
期
限
が
令

和
７
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る

の
で
早
期
の
検
討
を
望
む
。

　
ま
た
武
道
館
に
設
置
が
進
ん

だ
と
し
て
、
そ
れ
以
降
、
体
育

館
に
も
順
次
設
置
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

町
長　
各
小
中
学
校
と
な
る
と

相
当
な
財
源
が
要
る
の
で
、
優

先
順
位
を
決
め
て
、
取
り
組
ん

で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

杉
浦　
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
当
た
り
前
に
な
っ
た
と

言
え
る
。「
あ
っ
た
ら
い
い
」と

思
っ
て
い
た
も
の
が
「
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。

体
育
館
も
、
数
年
後
そ
う
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
早
い

段
階
で
「
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
と
同
時
に
、
ま
ず
は
武
道
館

か
ら
と
の
こ
と
な
の
で
、
課
題

は
あ
る
と
思
う
が
、
早
急
に
進

め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

杉
浦　
教
育
環
境
の
整
備
や
防

災
力
強
化
の
観
点
か
ら
、
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
早

期
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
導
入
に
係
る
課
題
や
町
の
考

え
は
。

町
長　
各
校
体
育
館
は
大
規
模

災
害
時
の
み
の
開
設
を
考
え
て

お
り
、
閉
鎖
に
つ
い
て
も
早
め

の
閉
鎖
が
想
定
さ
れ
る
。

　
通
常
、
避
難
所
を
開
設
す
る

場
合
は
、
中
央
公
民
館
・
武
道

館
・
小
浦
地
区
公
民
館
・
ひ
だ

か
博
愛
園
み
ち
し
お
を
開
設
し

い
る
。

杉
浦　
ま
ず
は
武
道
館

か
ら
と
の
こ
と
だ
が
、

避
難
所
の
開
設
頻
度
等

を
考
え
る
と
、
武
道
館

へ
の
設
置
も
早
急
に
整

備
す
べ
き
。

　
普
段
か
ら
柔
道
や
剣

道
で
も
使
う
し
、
災
害

時
以
外
も
使
う
機
会
が

多
い
。
財
源
は
ど
う
す

る
か
。

町
長　
財
源
に
つ
い
て

は
、
緊
急
防
災
減
災
事

体育館にエアコン設備を
町長 まずは武道館から検討

杉
浦　
来
年
は
、
町
政

施
行
70
周
年
、
各
小
学

校
は
開
校
１
５
０
周
年

を
迎
え
る
。
記
念
行
事

の
計
画
は
。

町
長　
来
年
度
の
予
算

化
に
向
け
検
討
中
で
あ

り
、
町
民
皆
様
に
喜
ん

で
頂
け
る
70
周
年
に
な

町の周年事業



【一般質問】 7令和５年10月

山
やま

中
なか

　雅
まさ

嗣
つぐ

　議員

独自アプリの導入を

ペットボトル回収箱の増設を

し
物
、
集
団
検
診
や
ゴ
ミ
の
日

の
通
知
な
ど
、
情
報
提
供
ツ
ー

ル
と
し
て
便
利
だ
と
感
じ
る
。

　
導
入
・
運
用
費
用
な
ど
、
ど

の
位
掛
か
る
の
か
。

総
務
課
長　

導
入
費
用
で
約

８
０
０
万
円
か
ら
１
千
万
円
、

年
間
の
保
守
契
約
で
約
80
万
円

程
度
で
あ
る
。

山
中　
今
回
提
案
す
る
ア
プ
リ

は
、
防
災
以
外
で
も
情
報
共
有
、

観
光
情
報
を
発
信
し
、
暮
ら
し

を
便
利
に
し
、
感
心
の
薄
い
若

年
の
方
に
も
周
知
し
て
も
ら
う

の
に
も
繋
が
り
、
日
高
町
な
ら

で
は
の
魅
力
を
も
発
信
で
き
る

も
の
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
早
急
に
検
討
を
始
め
、

緊
急
防
災
減
災
事
業
債
を
活
用

し
て
、
早
期
に
実
施
し
て
い
き

た
い
。

山
中　
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
に
つ
い
て

現
在
、
回
収
箱
設
置
場
所
と
し

て
Ａ
コ
ー
プ
日
高
店
だ
け
と
な

っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
ご
み
の
削
減
と

再
資
源
化
の
た
め
、
町
内
に
何

カ
所
か
回
収
箱
設
置
場
所
が
あ

る
方
が
良
い
と
考
え
る
が
、
町

長
は
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

町
長　
本
町
で
も
、
循
環
型
社

会
を
目
指
す
た
め
、「
日
高
町
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
を

て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
拠

点
を
町
内
に
数
カ
所
程
度
、
設

置
で
き
る
よ
う
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
。

山
中　
リ
サ
イ
ク
ル
出
来
る
物

で
も
回
収
場
所
も
少
な
く
処
理

に
困
る
物
も
あ
る
。

　
自
治
体
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
資
源
を
回
収
す
る
取
り
組

み
は
大
切
な
事
で
あ
り
、
こ
れ

が
町
民
の
利
便
性
、
安
全
に
繫

が
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
貰
い
た

い
。

山
中　
日
高
町
の
主
な
情
報
提

供
の
手
段
は
、
防
災
行
政
無
線

ス
ピ
ー
カ
ー
と
戸
別
受
信
機
で

あ
る
。

　
戸
別
受
信
機
の
な
い
家
庭
で

は
、
雨
音
が
激
し
く
て
防
災
行

政
ス
ピ
ー
カ
ー
の
放
送
が
聞
こ

え
な
い
事
例
が
あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
な
い
家
庭
に
は
、
戸
別

受
信
機
を
使
用
し
て
も
ら
い
、

日
高
町
に
も
防
災
・
行
政
ア
プ

リ
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

戸
別
受
信
機
、
メ
ー

ル
配
信
、
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ

ー
）
の
他
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
テ
レ
ビ

和
歌
山
、
Ｚ
Ｔ
Ｖ
、
防
災
和
歌

山
メ
ー
ル
、
和
歌
山
県
防
災
ナ

ビ
等
と
連
動
し
て
い
る
。

　
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

行
政
・
防
災
情
報
を
確
実
・
迅

速
に
発
信
で
き
る
点
で
、
効
果

的
と
考
え
て
い
る
。

山
中　
今
、
個
人
的
に
他
町
の

防
災
・
行
政
ナ
ビ
を
使
用
し
て

い
る
が
、
８
月
の
台
風
時
に
通

行
止
・
解
除
情
報
、
避
難
所
開

設
・
閉
設
情
報
な
ど
プ
ッ
シ
ュ

通
知
さ
れ
、
平
時
で
も
町
の
催

スマートフォン・タブレットアプリの導入を
町長 早期に実施していきたい

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収

策
定
し
て
い
る
。

　
本
計
画
の
中
に
お
い

て
も
、
ご
み
の
減
量
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的

と
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
拠
点
回
収
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
本
町
と
し
て
も
、
住

民
の
利
便
性
も
考
慮
し

な
が
ら
、
ワ
ー
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ひ
だ
か
や
、

御
坊
広
域
清
掃
セ
ン
タ

ー
と
も
協
議
・
調
整
し



【一般質問】8 令和５年10月

宮
みや

本
もと

　雅
まさ

文
ふみ

　議員

早期の災害復旧を
町長 県に強く要望していく

を
確
保
し
、
渇
水
時
期
と
な
る

11
月
を
目
途
に
事
業
を
進
め
る

と
き
い
て
い
る
。

宮
本　
西
川
堤
防
南
方
の
損
壊

箇
所
は
２
日
後
に
復
旧
し
て
い

た
。
し
か
し
、
上
流
の
内
原
小

学
校
の
向
か
い
の
堤
防
が
３
分

の
２
程
度
も
壊
れ
て
い
る
が
手

つ
か
ず
の
状
態
で
あ
る
。
何
故

か
。

町
長　
河
川
の
水
量
が
多
く
、

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
が
な
か

な
か
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

土
の
う
を
積
ん
で
対
応
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

宮
本　
土
の
う
を
積
ん
だ
の
は

８
月
で
あ
る
。
そ
の
間
、
大
雨

の
危
険
も
あ
っ
た
。
西
川
の
堤

防
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
が
な

い
と
県
が
判
断
し
た
と
い
う
こ

と
か
。

町
長　
町
と
し
て
は
、
早
急
に

改
修
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

要
望
し
て
い
る
。
県
か
ら
は
、

優
先
し
て
そ
こ
を
改
修
す
る
と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。

宮
本　
緊
急
の
場
合
は
手
順
を

踏
ま
な
く
と
も
復
旧
工
事
が
出

来
る
よ
う
協
定
、
シ
ス
テ
ム
を

創
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長　
そ
れ
を
県
と
決
め
て
お

く
と
い
う
の
は
難
し
い
。
そ
の

時
の
状
況
と
か
色
々
あ
る
の
で
、

町
と
し
て
は
県
に
強
く
要
望
し

て
い
く
し
か
な
い
。

宮
本　
川
に
生
え
た
大
木
や
竹

が
被
害
の
大
き
な
要
因
の
１
つ

で
あ
る
と
思
う
が
、
県
に
何
も

言
わ
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　
毎
年
要
望
し
、
順
次
、

対
応
し
て
く
れ
て
い
る
。

宮
本　
水
害
が
起
こ
れ
ば
困
る

の
は
町
民
で
あ
る
。
河
川
の
管

理
者
が
県
で
あ
っ
て
も
、
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
、

町
、
自
主
防
災
会
、
区
で
あ
り
、

連
携
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

町
長　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
あ

る
。
住
民
、
町
、
県
が
管
理
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

今
後
、
十
分
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

宮
本　
志
賀
川
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
作
ら
な
い
の
か
。

総
務
課
長　
県
の
調
査
が
終
わ

り
次
第
、
作
成
し
て
い
き
た
い
。

宮
本　
６
月
２
日
の
豪
雨
に
よ

り
甚
大
な
被
害
が
出
た
が
、
そ

の
対
策
工
事
と
復
旧
工
事
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
６
月
７
日
、
日
高
振
興

局
建
設
部
に
被
災
の
状
況
と
危

険
箇
所
に
つ
い
て
報
告
し
、
早

期
復
旧
と
浚
せ
つ
及
び
樹
木
の

伐
採
を
要
望
し
た
。
さ
ら
に
、

6
月
28
日
に
は
、
県
土
整
備
部

に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
緊
急
対
応
と
し
て
、
河
川
内

の
樹
木
の
伐
採
と
浚
せ
つ
を
順

次
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
県
で
は
９
月
定
例
会
で
予
算

損壊した西川堤防

氾濫した志賀川



【一般質問】 9令和５年10月

西
にし

岡
おか

　佳
か

奈
な

子
こ

　議員

住宅浸水被害に見舞金制度創設を
町長 ６月被害にさかのぼり考えたい

道
２
ヵ
所
、
河
川
７
ヵ
所
、
農

地
12
ヵ
所
、
農
業
用
道
路
８
ヵ

所
、
農
業
用
水
路
23
ヵ
所
に
つ

い
て
、
国
の
災
害
復
旧
事
業
と

し
て
申
請
し
、
進
め
て
い
く
。

　
国
の
災
害
事
業
に
い
た
ら
な

か
っ
た
災
害
に
つ
い
て
は
、
町

と
し
て
の
小
災
害
復
旧
事
業
で

対
応
す
る
。

西
岡　
床
上
浸
水
に
対
す
る
県

の
見
舞
金
と
し
て
５
千
円
支
給

の
制
度
が
あ
る
が
、
町
と
し
て

見
舞
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

町
長　
現
在
、
災
害
弔
慰
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
死

亡
、
も
し
く
は
障
害
を
受
け
た

人
に
対
す
る
支
給
、
も
し
く
は
、

災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付
け
と

規
定
し
て
い
る
。
床
上
・
床
下

浸
水
に
対
す
る
見
舞
金
制
度
は

な
い
。

　
６
月
の
豪
雨
で
、
床
下
浸
水

62
件
、
床
上
浸
水
19
件
の
被
害

が
発
生
し
た
。

　
見
舞
金
制
度
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

西
岡　
お
見
舞
い
の
気
持
ち
を
、

少
し
で
も
金
額
的
に
あ
ら
わ
す

こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

る
。
６
月
の
災
害
に
対
し
て
の

支
給
も
検
討
を
。

町
長　
６
月
の
災
害
時
に
も
見

舞
金
の
支
給
を
と
考
え
た
が
、

公
金
支
給
の
根
拠
が
な
か
っ
た
。

さ
か
の
ぼ
っ
て
で
き
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
考
え
て
い
き
た
い
。

な
ど
、
多
く
の
問
題
、
課
題
が

あ
る
。
本
来
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
は
任
意
だ
が
、
カ

ー
ド
の
取
得
を
強
制
す
る
手
段

と
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

一
本
化
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
進
め
ば
、
個
人
情

報
に
係
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
さ
ら

に
拡
大
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
こ
と

を
求
め
ら
れ
た
い
。

町
長　
保
険
証
の
廃
止
は
国
の

施
策
で
あ
り
、
私
の
意
見
は
控

え
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

へ
国
民
の
不
安
が
な
い
よ
う
、

国
に
対
し
て
十
分
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
る
。

ー 

他
の
一
般
質
問 

ー

　
財
政
調
整
基
金
の
あ
り
方

西
岡　
６
月
２
日
の
豪
雨
は
、

河
川
の
氾
濫
や
道
路
の
冠
水
、

土
砂
崩
れ
、
家
屋
の
浸
水
、
農

地
の
崩
壊
や
土
砂
流
入
な
ど
、

当
町
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
被
災
状
況
、
復
旧
状

況
、
今
後
の
予
定
は
。

町
長　
県
が
管
理
す
る
２
級
河

川
82
ヵ
所
、
町
が
管
理
す
る
町

６月２日の豪雨で多くの住宅が被害を受けた

西
岡　
政
府
は
来
年
秋

に
今
の
保
険
証
廃
止
を

決
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
誤
登
録
や
医
療

機
関
窓
口
の
読
み
取
り

機
器
の
不
具
合
、
代
理

人
に
よ
る
申
請
や
利
用

保険証廃止に反対を



10 令和５年10月

こ
よ
な
く
愛
す
る
庶
民
の

味
方
、
第
三
の
ビ
ー
ル
も
10

月
１
日
よ
り
値
上
げ
。
消
費

者
物
価
指
数
の
上
昇
は
３
％

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
肌
身

に
は
20
～
30
％
に
感
じ
る
。

国
の
借
金
は
１
２
７
０
兆
円
。

返
済
は
印
刷
機
を
回
す
以
外

に
方
法
は
な
い
の
か
。
更
に

円
安
が
追
い
打
ち
、
今
後
物

価
は
益
々
上
昇
す
る
。
年
金
、

給
料
が
そ
れ
以
上
に
上
が
れ

ば
有
り
難
い
。
け
ど
見
込
み

な
し
。

せ
め
て
預
金
金
利
で
も
と

思
う
が
こ
れ
も
駄
目
。
地
球

温
暖
化
に
よ
る
災
害
の
甚
大

化
、
戦
争
等
々
、
明
る
い
材

料
は
な
し
。

そ
ん
な
中
、
先
日
の
川
中

美
幸
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
皆

さ
ん
大
い
に
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
れ
た
の
で
は
。
美

幸
ち
ゃ
ん
は
「
笑
い
ま
し
ょ

う
」
と
話
さ
れ
た
。

「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」

笑
い
は
健
康
の
妙
薬
。
皆
さ

ん
大
い
に
笑
い
ま
し
ょ
う
。

宮
本　
雅
文　

編
集
後
記

７月２７日に白浜町、８月１７日に日高川町を
訪問し、先進地である両町より住民票等のコンビ
ニ交付について説明を受けた。

８月２８日、町村議会広報研修会に参加し、
「議会を身近にする広報紙づくり」について研修
を受けた。

８月９日、地域活性化の取り組みとして、旧比
井小学校を利活用して行われている事業について、
企画まちづくり課より説明を受けた。

現在、旧校舎を利用して、わさびの水耕栽培、
カフェ「ひいのの」が運営されている。

７月１３日、日高町の農業・漁業の現状と課題
について担当課から説明を受けた。

農業の現状と課題
　◇長期にわたる米価の低迷
　◇従事者の減少と高齢化、後継者不足
　◇耕作放棄地の増加
　◇肥料・燃料価格の高騰
漁業の現状と課題
　◇漁獲量の減少・漁価の低迷
　◇従事者の減少と高齢化、後継者不足
　◇資材・燃料価格の高騰
以上の状況に対応するため取り組んでいる支援

事業について説明を受けた。

総務福祉常任委員会
住民票をコンビニで

議会広報特別委員会
読みやすく わかりやすい
　議会だよりづくり

旧比井小学校の利活用

産業教育常任委員会
農業・漁業
　深刻な後継者不足

白浜町役場にて

旧教室を利用したわさび水耕栽培

今回の研修を機に、
議会だよりのレイア
ウトについて、大幅
な変更を行いました。

皆さんのご意見を
お寄せください。

この広報紙は再生紙を使用しています。 見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。


